
　全国町村議会議長会では、平成20年
以来、「住民自治の推進に逆行する道州
制は行わないこと」を決定。平成25年４
月には道州制導入への遺憾を表明する緊
急声明を発表し、７月には、「道州制は絶
対に導入しないこと」とする要望を決定。
政府・国会に対し、要請してきた。
　しかし、与党による法案提出や、一部
の野党においても、我々の要請を無視す
るかのような動きが見られる。
　道州制導入により、ほとんどの町村に
おいては、事実上の合併を余儀なくされ
るおそれが高い上、住民と行政との距離
が格段に遠くなり、住民自治が衰退して
しまうことは明らかである。
　効率性や経済性を優先し、地域の伝統
や文化、郷土意識を無視してつくり上げ
る大規模な団体は、住民を置き去りにす
るものであり、到底「地方自治体」と呼
べるものではない。多様な自治体の存在
を認め、個々の自治体の活力を高めるこ
とが、ひいては、全体としての国力の増
強につながるものであると確信している。
　よって、我々寄居町議会は、道州制の
導入に断固反対し、地方自治法第99条
の規定により意見書を提出する。

道州制導入に断固反
対する意見書を提出
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付
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補正予算…町の予算は、その年度が始まる前に「当初予算」として編成しますが、その段階では
予定されていない、あるいは事業が中止されるなど、年度途中で生じた出来事に対応する必要が
ある場合に編成されるのが「補正予算」です。
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落
排
水
処
理
施
設
の

光
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落
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事
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追
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歳
出
減
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の
理
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の
多
く
は
、
職
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異
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及
び
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与
臨
時
特
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（
震
災
復
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）
に
よ
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、
人
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費
を
減
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し
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か
ら

の
繰
入
金
も
２
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０
０
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東
京
電
力
福
島
第
一
・
第
二
原
子
力
発

電
所
事
故
に
伴
う
賠
償
金
。
支
出
で
は
、
人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
を
減
額
し
ま
し
た
。

折
原
農
業
集
落
排
水
施
設
の
接
続
状
況
は
。

11
月
末
で
１
１
５
件
、
43
・
６
％
の
接
続
率
で
す
。

男
衾
中
学
校
給
水･

消
火
栓
設
備
の
改
修
工
事

請
負
費
が
減
額
と
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

入
札
に
よ
り
、
当
初
予
算
に
計
上
し
た
額
よ
り
安

価
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
医
療
費
給
付
費
が
約
１
３
０
０
万
円
増

額
と
な
る
が
、
額
が
多
く
な
っ
た
理
由
は
突
発

的
な
も
の
に
よ
る
の
か
。

予
算
額
は
前
年
度
等
の
実
績
を
踏
ま
え
て
計
上
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
払
い
廃
止
の

広
域
化
を
、
昨
年
度
の
深
谷
市
、
児
玉
郡
市
に
引
き
続

き
、
今
年
度
は
熊
谷
市
内
の
医
療
機
関
ま
で
拡
大
し
た

こ
と
、
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
流

行
の
兆
し
が
あ
る
こ
と
を
加
味
し
て
増
額
補
正
す
る
も

の
で
す
。

町
内
全
域
の
道
路
修
繕

工
事
増
額
の
内
容
は
。

道
路
の
修
繕
は
、
各
区
の

道
路
委
員
か
ら
の
申
請
等

に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
申
請
件
数
に
対
し
て
予

算
が
不
足
す
る
た
め
、
増
額
す

る
も
の
で
す
。
11
月
末
で

２
３
６
件
が
完
了
し
、
年
度
内

に
は
前
年
度
以
上
の
件
数
に
な

る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
金
に
つ
い
て
、

近
年
の
赤
字
補
て
ん
の
動
向
は
。

今
年
度
は
、
当
初
予
算
に
１
億
５
０
０
０
万
円
の

一
般
会
計
繰
入
金
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
上
半
期

の
医
療
費
の
状
況
か
ら
判
断
し
、
さ
ら
に
５
０
０
０
万

円
の
繰
り
入
れ
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
赤
字
補
て

ん
の
動
向
は
、
平
成
24
年
度
が
２
億
５
０
０
０
万
円
、

平
成
23
年
度
が
３
億
円
、
平
成
22
年
度
が

３
億
４
０
０
０
万
円
と
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

ホ
ン
ダ
寄
居
工
場
稼
動
に
伴
う
事
業
収
益
の
見
込

み
は
。

平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、
平
成
24
年
度
予
算
よ
り

５
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
増
額
を
見
込
ん
で
計
上
し
ま

し
た
。
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ユウネスで行われている健康体操

道路修繕（舗装）

主
な
補
正
内
容
と
金
額
、
議
会
で
出
さ
れ
た
質
疑
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
（　
）
内
の
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
今
回
の
補
正
前
の
予
算
に
対
す
る
増
減
率
で
す
。

各
会
計 

補
正
予
算

下
水
道
事
業
会特
別計
（
第
２
回
）

農
業
集
落
排
水
事
業
会特
別計
（
第
２
回
）

水
道
事
業
会
計
（
第
１
回
）

普
通
交
付
税
が
約
１
億
２
０
０
０
万
円
増

主
な
補
正
内
容

１
億
６
７
４
９
万
円
を
増
額
（
１・６
％
増
）

一
般
会
計
（
第
２
回
）

６
９
５
３
万
円
を
増
額
（
１・５
％
増
）

国
民
健
康
保
険
会特
別計
（
第
２
回
）

主
な
補
正
内
容

赤
字
補
て
ん
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

約
５
０
０
０
万
円




